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蓮社図の成立とその周辺
田中伝
　
陸修静・捕蛇翁
―
が中心として描かれる作品である。
③
　「元中記」は、 「蓮社十八賢図」の画題の説明のために、 「蓮社十八賢図」の後として著された。
④
　「蓮社十八賢図」は、三八日かけて元豊庚申（三年。一〇八〇）一二月二五日に完成した。ここに記述される「蓮社十八賢図」は、後世「蓮社図」の名で親
しまれ、数多くの模本が制作されることとなる。「蓮社図」の作者李公麟は、字を伯時、舒城 （現在の安徽省六安市舒城県）の人で 南唐 （九三七～九七五）国主・李氏の裔に連なるともいわれる名族の出身である。煕寧二年 （一〇六九）進士登第、地方官を経験した後、京師において中書門下後省刪定官、検法御史台を歴任する。官は正六品上の朝奉郎まで至るが、元符三年 （一一〇〇） 病 得て致仕、以後故郷の龍眠山に住み龍眠山人称した。詩書画ともに秀で、そ 描く絵は南 画家・顧愷之、陸探微を追うものと称された
２。 「元中記」を著した李沖元は、自称
するところによれば李公麟の従兄弟で、元祐三年 （一〇八八） の進
一．
　
はじめに
東晋時代 （三一七
～
四二〇）の僧で、廬山東林寺の開山・慧遠
（三三四
～
四一六） は、元興元年 （四〇二） 七月、僧俗一二三名と共
に念仏結社を創始し、廬山般若台精舎の無量仏像前にて念仏三昧を修して西方往生を期 た
1。この念仏結社が後代「白蓮社」ある
いは「蓮社」 の名 もって知られるものである。そしてこの結社中、とくに尊崇を集めた一八名の僧と居士―すなわち慧遠・慧永・慧持・道生・曇順・慧叡・曇恒・道昺・曇詵・道敬・仏馱耶舍・仏馱跋陀羅 劉程之・張野・周続之・張詮・宗炳・雷次宗の一八名―を「十八賢」 と称したという伝説は、後世広く流布している。　
この故事より七〇〇年近くを経た北宋時代 （九六〇～一一二七）
後期、李公麟 （一〇四九
～
一一〇六） が十八賢を主題とした絵を描
いたことが、 李沖元 （字は元中） の著した画記より知られる （ 【附録】李沖元「元中記」 参照） 。この画記 （以下、慣例に従って「元中記」と呼ぶ） の大まかな内容をまとめれば以下 通りである
‥
①
　
李公麟が李沖元のために「蓮社十八賢図」 を描いた。
②
　「蓮社十八賢図」は、蓮社の十八賢、および蓮社には加わっていないものの社と関係の深い四名の人物
―
陶潜 （淵明） ・謝霊運・
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士。李公麟、李沖元、そして公麟の弟・
（字は徳素）と三人し
て「龍眠三李」 と称した
３。 「元中記」 によれば、 「蓮社図」 が完成し、
李沖元に贈られたのは元豊三年の年末。李公麟は当時三〇代初頭で、彼の画業でも比較的初期にあたる。
李公麟が描いた「蓮社図」 は現存しないが、 「元中記」 の記述より、
制作年月および贈与関係、さらに図様の詳細にいたるまで知ることができ、李公麟の画業を理解する上でも極めて興味深い。 「蓮社図」をめぐっては、近年道津綾乃氏、潘安儀
（
An-yi Pan ）
氏が論考を提
示されている
４。これら先行研究中、道津氏は、李公麟の祖とされ
る南唐後主・李煜 （九三七
～
九七八） が慧遠に追諡していることが
「蓮社図」制作の動機となっていると論じられ、また潘氏は、李公麟自身の仏教への深 信仰が「蓮社図」 中に表現されているという、それぞれ示唆に富んだ論を展開されている。しかしなが 公麟の「蓮社図」 制作には、他にも考察すべき背景が存在 ているように思われる。本論では、李公麟 「蓮社図」 を制作した動機を、文学的・図像的典拠、李公麟の事跡そして時代背景 手がかりとしながら考察していくことにしたい。二．
　「蓮社図」の現存作例
「元中記」 の記述によれば、 「蓮社図」 の画面内容は以下の通りである
‥ まず宗炳・曇順のふたりが連れ立って山を歩いてくる。窟内
では道生が説法をし、雷次宗・道敬 曇
詵
がそれを聞く。蓮池のた
もとのでは石台を囲んで劉程之・張詮・慧叡・慧持・慧永の五人が経典の校訂を行う。もうひとつの巌中では曇恒・道
昺
・周続之の三
人が文殊像に礼拝をする。川のほとりでは跋陀羅と耶舍が語り合い、泉では張野が濯足をする。東林寺と外の世界との境界である虎渓では、慧遠と陸修静が手 取り合って笑い、慧遠のわきには捕蛇翁が侍す。陶潜は籠に乗り去ろうとし、謝霊運は貝葉経を持ち馬に乗る。このふたりが描かれるのは、酒が飲めないこ をいい訳に蓮社に参加しようとしなかった陶潜は、慧遠に乞われ 社に赴 たが結局逃げ出してしまい、一方慧遠を慕って東林寺に蓮池まで造った謝霊運は、心が乱れているとの理由から社へ入るこ を拒否された 故事を踏まえての とである。画中を占めるこれら主要 人物 かにも、従者・童子・畜獣が描かれ全体 構成している。「元中記」は以上のように、画中の人物・景物を詳細に描写するが、その一方で 作品の形式および画風について 言及 まったくしていない。このこともあっ か、後世の伝本の形式 一定していない。南宋時代に すでに立軸・画巻両形式の「蓮社図」が、李公麟の伝称のもと 存在していたこと 楼鑰 （一一三七～一二一三） 『攻
媿
集』中の記述より伺える
５。このほかにも文献中、
壁画
６や巨幅
７の「蓮社図」が存在したとの記事も見られ、後世の
「蓮社図」 が多様な形式で制作されていることが理解される。
現存作例中、李公麟所作の「蓮社図」 に直接関係する図様を留め
るとされる作品は、その形式および図様より三つに大別するこ ができ
‥ ①南京博物院所蔵本【図一】 を最古の作例とする立軸形式
の著色の作品
８、②上海博物館および大阪・大阿弥陀経寺が所蔵す
（27）
蓮社図の成立とその周辺
92
る白描形式の画巻の作品【図二】
９、そして③遼寧省博物館が所蔵
する②系統とは別図様の画巻形式の作品【図三】
10で
ある。
①系統の現存作例は、主として明代中期の画家・仇英
（一四九四？～
一五五二？）の伝称を有し、画面上部には、仇英と
交流を持った呉派の文人・文徴明 （一四七〇
～
一五五九） 筆の「元
中記」 が付属され 形式を るものが多いが、これらはいずれも後世の偽作と考えられる。明代後期以降、江南では数多くの「蓮社図」 が流通している
11。それらの多くは蘇州で制作された贋作、 「蘇
州片」であると考えられ
12、実際、①系統の作例中、仇英の伝称作
品である台北故宮本、王季遷旧蔵本は、賦彩、人物造形ともに蘇州片の「清明上河図」 に近似している。②系統は、立軸と画巻、著色と白描 違いこそあれ、基本的に①系統と図様を共有している。③系統は、②系統と同じく画巻形式でありながら、土坡や岩には李郭派の特徴 雲頭皴を用い、また蟹爪樹が描かれるなど、白描主体で比較的古様な画風を指向する②系統とは表現が異なる。また、人物の衣紋線には、李公麟様の白描人物画を継承した南宋初期の画家・馬和之に由来する蘭葉描を用いているこ からも、 以降 形成された李公麟イメージの範疇で制作された作品であると見なすことができよう
13。③系統の現存作例は、いず
れも冒頭部に描かれている ずの陶潜・謝霊運の場面 欠いているが、画巻前半部の道を行くふたり うち、本 宗炳に相当するはずの人物が、陶潜と見間違えるような姿に描かれており、図様の混乱が見られる 【図四】 。このことから、③系統の原本の冒頭部にはもともと陶潜・謝霊運 たが、その場面が切断さ
れ、その後冒頭部分のない状態のまま模写を繰り返し、その過程で、宗炳の姿が、画中にいない陶潜と混同されてしまったことが推測される
14。
近年潘安儀氏は、以上三系統の現存作例中、①系統が、 「元中記」
が記述する「蓮社図」 姿にもっとも近 する説を提示されている。潘氏は、 元中記 記述中、人物の位置関係を示す際に「上」「下」の字が多用されることに注目され、李公麟が制作した「蓮社図」は立軸形式であったと断じられる
15。このほかにも、 「元中記」
中には、 「当図 （蓮社図） の窮むる処は、横に長雲を為し、樹腰・岩頂を蔽覆」 するとあるが、①系統の画面最上部 は、この記述どおり、画面左右両端まで長々と延び 雲が樹木と岩を覆い隠している
16。また、②系統の構図を見ると、画巻中盤に描かれる道生・雷
次宗・道敬・曇
詵
のいる窟の右脇から、本来なら画巻序盤に描かれ
るのが自然であるはずの、遊行より蓮社に戻ってきた宗炳・曇順が顔を出している。これ 、①系統の上部の構図をそのまま転用して画巻形式に構成し直したため 起こった、構図上の不合理だと考えられる。
以上の考察からしても、①系統は②系統に先行して発生している
ことは明らかであり、また、①系統が「元中記」 記述と符合する点が比較的多いことからしても 李公麟所作の「蓮社図」 と近似した構成の作品であった可能性は高いといえよう。
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三．
　「蓮社図」の図様の典拠とその図像化
ⅰ
　
十八賢
「南国の徳鎮」の別称もある廬山は、古来より数多くの僧侶が修行する仏教の聖地であったが、それ以外にも、土地の有力者や著名な学者が山隠居士として集う隠逸の地でもあった。彼ら 多くは、仏教以外にも世俗の教えである儒教・道教を学び、個人での修行だけではなく、同志をつ って社を結び、集団による解脱を目指した
17。僧俗、華夷の別を問わぬ集団である十八賢は、まさに廬山の
知のかたちを象徴する のと見なされ いたことであろう。
すでに指摘されるように、十八賢は、十八羅漢
18との関連が想
起される。十八羅漢 、玄奘訳『大阿羅漢難提蜜多羅所説法住記』（大正蔵四九） 所載の十六羅漢に二羅漢
19を加えたもので、戸田禎佑
氏は、十八羅漢は十八賢に擬して成立したのではないかと推測されている
20。十八賢成立と十八羅漢のそれとの先後関係については判
然としないながらも、後世の十八賢の受容に、十八羅漢のイメージが付随していた蓋然性は高い。
ただし、十八賢の実在については、かなり疑わしいといわざるを
えない。慧遠に関す 伝記を収めた梁・慧皎『高僧伝』 （五一九年成立） には、慧遠が同志一二三人と結社を成したと 記述はあ ものの、十八賢に関する言及はなされない
21。そもそもつとに指摘さ
れるように、十八賢中、宗炳・雷次宗・周続之・張野・張詮は元興元年の結社設 時には廬山におらず、慧持 道生・慧叡・仏馱跋陀羅はおそらく結社には参加しておらず、仏馱耶舍にいたっては廬山
を訪れたとの記録すら残っていない
22。
十八賢のまとまった伝記を掲載する最初のものは、慧遠の時代よ
りだいぶ下った北宋後期、陳舜兪『廬山記』 中の記事である。陳舜兪は王安石の青苗法に反対したために、煕寧五年 （一〇七二） 、南康軍 （現在の江西省九江市星子県周辺） の監税に謫官され、その際近くの廬山に遊び、かの地で見聞したことを記し、 『廬山記』としてまとめている。こ 『廬山記』 巻三には十八賢の伝記が掲載される。ただし、そこ も記されるよう 、すでにこれ以前にも東林寺には十八賢伝が伝世していた
23。
『廬山記』が言及する十八賢伝がいつまで遡ることができるのか定かではないが、中唐期にはすでに十八賢の伝承が存在していたことが、 中唐の詩人・白居易 （七七二～八四六） が元和十二年 （ 一七年） に著した「代書」 中の以下の記述より知ること できる
‥
廬山自陶・謝洎十八賢已還、儒風緜緜、相続不絶。貞元初、有符載・楊衡輩隠焉、亦出為聞人。今其読書属文、結草廬於巌谷間者、猶一二十人。
24
白居易は、廬山の儒風 （儒家の風習） が陶潜 謝霊運そして十八賢より始まると述べている。白居易 十八賢らを廬山における「儒」の象徴としたのは、慧遠がもともと儒者を志したことや、この文章が中央へ仕官する友人のための推薦状であることによ も考えられる 、そうした点を差し引いても、当時の十八賢に対す イメージは、仏教 みに固執しない賢者としての像を有していたことが理
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解されよう。また注意すべきは、この十八賢と並列して陶潜・謝霊運の名も記されていることである。つまり白居易がこの文を成した時にはすでに十八賢の故事に陶潜・謝霊運二名の存在 深く関わっていたのである。　
このほか、晩唐～五代の僧で、その人生の大半を東林寺で過ごし
た斉己（八六四
～
九四三）
25の以下の詩にも十八賢と陶潜・謝霊運
に関する記述が存在する
‥
「題東林十八賢真堂」白藕花前旧影堂、劉雷風骨画竜章。共軽天子諸侯貴、同愛吾師一法長。陶令酔多招不得、謝公心乱入無方。何人到此思高躅、嵐点苔痕満粉墻。
26
　「陶令酔多招不得、謝公心乱入無方」 のくだりは「元中記」 にも引用されており
27、すでに陶潜は酒が飲めないことを理由に蓮社に参
加せず、謝霊運は蓮社への参加を望みながらも入社を断られた、という伝説が形成されていたことが伺える。　
しかし、この詩中もっとも興味深いのは 東林寺内に十八賢の
「影堂」が存在することが明示されている点である
28。 「嵐点たる苔
痕粉墻に満ち」 た堂の様子からすれば、堂は建立より長い年月を経ており、そして「劉 （程之） ・雷 （次宗） 風骨 竜章 画く」 との記述からも了解されるとおり、その堂内には十八賢の肖像が描かれていたのである。
　
建造物内に群像形式の肖像を描くことは、前漢・宣帝 （前七三
～
前四九） が、匈奴の呼韓邪単于入朝を記念して蘇武以下一一名の功臣を麒麟閣に描かせたことより始まる功臣像の典型的な形式であり、このような形式の功臣像では唐・太宗 （五九九
～
六四九）が貞観
一七年 （六四三） 閻立本に命じて凌煙閣に描かせた二十四功臣像がとりわけ広く知られる。このような群像形式の肖像画は、国家に大きく寄与した学士たちの肖像にも適用される。 武徳 年 （六二六）に太宗が、彼が秦王時代に開設した文学館 学士一八名を閻立本に命じて描かせた「唐秦府十八学士」や 玄宗 （六八五
～
七六二）
が董萼に命じて集賢殿学士一八名を描かせた「唐開元十 学士図」は、こうした学士像の最もよく知られたも である
29。十八学士の
「十八」 の数は、前漢建国の功臣一八名を「十八侯」 と称した故事を淵源とするといわれ
30、描かれた学士たちは神仙にも擬される存在
となった。時人は文学館の学士となることを、東方渤海に という仙境・瀛州に行く とになぞらえ「登瀛州」 と呼んだという。　
影堂に描かれた十八賢の肖像は、十八学士像のイメージと重ね合
わせられるものであるとも考えら る。斉己の詩によれば、十八賢影堂は東林寺の蓮池の前 建っていたとされる。白蓮社 象徴ともいえる蓮池に面して建てられた影堂 、結社を創始し 十八賢 顕彰し、その行状を追慕する媒体 な とも 、念仏三昧の果てに西方浄土へと往生した十八賢を視覚イメージ て地上に現出させたものとも見なすことができ 。その姿はまさに瀛州へ 登った十八学士のそれと二重写し なるものといえよう。
以上の考察からすれば、 「蓮社図」は十八賢影堂肖像 伝統をひ
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くものといえよう。ただし、影堂に描かれた十八賢の肖像は、十八学士像同様、列像形式と考えられるのに対して、 「蓮社図」 の興味は、十八賢の廬山山中に隠棲する僧侶・居士 活動を描出することに移行しており、そ 表現意図には差異が認められる。
山水中の隠逸の姿を描いた絵画作品は、六朝絵画に遡る表現で
あり、事実『歴代名画記』 には顧愷之が「廬山会図」 なる作品を描いたとの記述が見られる
31。顧愷之の活躍期は慧遠のそれとほぼ重
なるため、 「廬山会図」がはたして蓮社を描い 作品であるかどうかは定かではないが、廬山という象徴的な場におけ 会合を描いたとされるこの絵が たとえ十八賢や蓮社 関連が無く も、少なくとも隠逸と う主題を前面に押し出し 作品であろ 事は想像するに難くない。
また宋代における作例としては、北宋二代皇帝・太宗 （九三九
～
九九七、在位九七六
～
九九七）御製版を高麗で翻刻した『秘蔵詮』
挿絵 （南禅寺） 【図五】
32が
挙げられる。ここでは湧雲たなびく山中
にある僧侶の幽居に、僧俗織り交ぜ 人物 来訪するさま 表わされ、その表現するところは「蓮社図」 それに極めて近い。ほかにも、慶暦六年 （一〇四六）の呉興六老会の様子を描いた （伝）張先「十詠図」 （北京故宮博物院） 【図 】 では、山水楼閣図の中に六老の姿が点景のように描かれることで、本来的には列像形式で表されてしかるべき肖像画 要素は大きく後退し、会合における六老の活動というナラティヴな故事人物画 して 要素がより前景化している
33。
　
以上のように、 「蓮社図」中の十八賢の表現形式は、十八賢の顕
彰と追慕という、影堂が本来持ちうる機能をある程度保持しながらも、山中の間の隠逸図としての側面を強く打ち出したものであると指摘することができよう。このような表現は、李公麟の龍眠山の山居を描いた「山荘図」 【図七】
34における、自らの隠逸としての生活
を描いた作品へと引き継がれていくことになり、李公麟の画業を考える上でも非常に興味深い。ⅱ
　
虎渓三笑
　
このほかの図様はどうであろうか。画中には、慧遠と陸修静
（四〇六
～
四七七） が手を取って笑う姿が描かれている【図八】 。こ
れは「虎渓三笑」
35の故事を典拠としている。虎渓三笑とは、慧遠
が陸修静・陶潜のふたりと廬山 清談にふけり、見送りの際に話に夢中になるあまり、廬山より外に出ないという禁を破って廬山と下界の境界である虎渓を踏み越えてしまい、気づいて三人し呵々大笑したというものである。陸修静は慧遠没年にはまだ一〇才であったことからも明らかなとおりこれは後世の創作であるが、儒仏道三教は究極的には帰一するという慧遠の思想
36を象徴するも
のとして、廬山に関する故事の中でも最も人口に膾炙 たものいえる。この故事がいつ形成さ たのかにつ ては判然と なながらも、盛唐の詩人・李白 （七〇一～七六一） 「別東林寺僧」 は　
東林送客処、月出白猿啼。
　
笑別廬山遠、何煩過虎渓
。
37
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とあり、この詩は三笑の故事には直接触れられていないものの、「笑」 「虎渓」 の語は明確に三笑を暗示しており、すでに虎渓三笑の伝説が形成されていたことを窺わせる。　
虎渓三笑の故事はのちに絵画化されている。五代には主に蜀の
地で制作されていることが、 『宣和画譜』 蜀の画家・邱文播筆の「三笑図」 が著録される
38ことや、蘇軾が後蜀の画家・石恪の「三笑
図」を閲している
39ことからもわかる。また『廬山記』では、虎渓
を紹介する際に「虎渓三笑図」を引き合いに出している
40ことから
も、この画題が人口に膾炙したものとなっていることがうかがえる。　「蓮社図」に描かれる慧遠と陸修静の姿は、こうした三笑図の図様をひくものではある 、ここでは陶潜の姿は描かれず、 「二笑」の体裁 取っている。陶潜は、かわりに謝霊運 対面して配置されており、 「陶令酔多招不得、謝公心乱入無方」の故事を想起させるように演出されていることからしても、 れは意 的なものと考えられ 。ⅲ　
捕蛇翁
　
虎渓で笑う慧遠のそばには、容貌魁偉な捕蛇翁なる人物が、水瓶
を手にした姿で描かれる【図八】 。 「元中記」 はその人物の名のみしか載せず、踏み込んだ説明はなされておらず そ 詳細についてははっきりしない。ただし、 『廬山記』 には、 「辟蛇行者」 なる人物に関する逸話が見られ、これが「蓮社図」 中の捕蛇翁と同一の人物であると考えられる
‥
遠公始居山、多蛇虫。行者不知何許人、嘗侍遠公、善駆蛇。蛇為之尽去、故号「辟蛇行者」 。
41
これによると、慧遠が廬山に入ったころは山中に蛇が多かったが、これを一掃した行者がおり、これを「辟蛇行者」 と称した、とある。　
また、南宋の文人・陸游 （一一二五
～
一二一○） の紀行文『入蜀
記』 には、彼が廬山東林寺の慧遠法師祠堂を参拝した際、堂内に描かれた「辟蛇童子」 を見 との記事が確認される
‥
至慧遠法師祠堂及神殿、焚香。憩官庁堂中。有耶舍尊 ・劉遺民等十八人像、謂之十八賢。遠公之側、又有一人、執軍持侍立、謂之「辟蛇童子」 。伝云
、
東林故多蛇、此童子尽拾取、投之
蘄
州。
42
　
ここで慧遠法師祠堂と称される堂は 先に挙げた十八賢影堂と同
一のものと考えられる。この堂内には辟蛇童子像が軍持 （水瓶） を手にして慧遠のわきに侍って描 ていた。その様子は、童子と魁偉な容貌の男という違いこそあれ、 「蓮社図」中の捕蛇翁の姿 ほぼ重なるものである。　
以上のことから、 「蓮社図」 成立以前に、十八賢やその他の人物・
故事に関して、文学的な典拠だけではなく、図像的典拠もま 少なからず存在したことが確認される。李公麟は、そ らを資料として用い、 「蓮社図」 を制作したと考えられよう。
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四．
　「蓮社図」成立の背景とその意図
それでは、李公麟はなぜ「蓮社図」 を描いたのか、私見を呈した
い。
すでに指摘されるように、李公麟は若年より仏教との深いつな
がりを持っていた。李公麟の生地である舒城周辺は、禅宗の一大拠点であ 、江南で優勢であった雲門宗のみならず、北宋期には主流でなかった臨済宗楊岐派や曹洞宗も強い勢力を有していた。こうした環境下、李公麟は、 宗二世の守端 （一〇二五
～
一〇七三） や
曹洞宗の僧で 大陽警玄の法嗣である義青 （一〇三
～
一〇八三）
らと親交を結ん いる
43。そして「蓮社図」の受託者である李沖元
も、義青の語録『投子義青禅師語録』 の序を著していることからもわかるとおり、李公麟とともに禅僧らと交流を持っていた。彼らが親交を持った禅僧たちは、若年のころに廬山で修行したも も多く、十八賢の故事も耳慣れないもの はなかったと推測され 。また、当時在野の隠逸であった李沖元を、十八賢になぞらえて賞賛するという意味合いもあった 考えられよう。
こうした間接的な理由のほかに、 「蓮社図」が制作された元豊三
年、李公麟やその周辺に何が起こったのか 考察していくことにしたい。ここで重要なものとして考え れるのが、李公麟と黄庭堅（一〇四五～一一〇五）との交流である。黄庭堅は字を魯直、洪州分寧 （現在の江西省九江市修水県） の人。治平三年 （一〇六六） の進士で、江西詩派 祖としてその名はつとより高い。
黄庭堅と李公麟は、元豊はじめ、黄庭堅が絵画制作を李公麟に依
頼したことを通じてお互いを知る機会が持たれたようである
44。元
豊三年、黄庭堅は北京国子監教授の任を解かれ知吉州大和県 （現在の江西省吉安市） 授かり、同年秋、任地替えの準備のため、京師より故郷へと帰郷している
45。この道中、彼と李公麟が行動を共に
していることが、黄庭堅の詩文よ うかがえる。李公麟は、前年まで京師同文館にて考試官に奉職していた
46が、翌年南康軍の官を
拝命し、当地に赴くこととなっていた。この際ふたりは連れ立って、李公麟の故郷である龍眠山に行っている
47。さらに十月には舒
州 （現在の安徽省潜山県） 天柱 の名刹で、のちに黄庭堅が自らの号を「山谷」とするきっかけともなった山谷寺に遊び
48、ここで李
公麟は、寺の名勝 て知られ 牛の形の大石 ま がった黄庭堅の肖像を描い いる
49。この後、黄庭堅が李公麟といつまで行動
をともにしたのかを確認することのできる明確な史料は残されないが、黄庭堅が同年一二月、李公麟 新任地である南康軍を発ち、故郷へ戻ったとされる
50ことからすれば、ふたりはこの時まで行動
をともにしていたと考えられる。
以上の記録より、黄庭堅が李公麟と過ごした時期と、李公麟が
「蓮社図」 を制作した時期 （元豊三年一一月末～一二月末） とがほぼ重なることが確認される。また、黄庭堅は、翌元豊四年、新任地吉州より李沖元に「招隠寄李元中」 「龍眠操三章寄 元中」 詩を寄せ、彼の隠逸としての生活を称揚しており
51、すでに両者が親し
く交際していたことが伺える。このことからすれば、黄庭堅が麟とともに過ごし 前年末 は、李沖元とも面識を持っていたこが想像される。だとすれば、李公麟による「蓮社図」 の制作、およ
（33）
蓮社図の成立とその周辺
86
び「蓮社図」 の李沖元への贈与という「場」 に、黄庭堅も加わっていた可能性は高い。
黄庭堅の母方のおじで、早世した父親にかわって彼を養育した
李常 （一〇二七～一〇九〇） は、若いころに廬山白石僧舎で学んだ人物で
52、彼の友人で、旧法党の同志でもあった陳舜兪の『廬山記』
に序をしたためてもいる
53。黄庭堅の以上のような環境から推測す
れば、彼が を通じて比較的早い時期に『廬山記』 を閲し、廬山に対して深い理解を示し いたと考えることはいたって自然であり、李公麟が「蓮社図」 を制作す 際に手助けをし 可能性も決して低いものではな 。
しかし、ではなぜ李公麟は、白蓮社を主題とした絵を描いたの
だろうか。　
より大きな時代性より見るならば、元豊三年が、廬山東林寺、お
よび廬山の念仏結社にとって極めて重要な意味を持つ年であることが理解されよう。それは、この年、東林寺 六代皇帝・神宗 （一〇四八～一〇八五、在位
‥ 一〇六七～一〇八五）の勅命に
より禅院に改められたためである 神宗は、当時律宗寺院であった東林寺を禅院に再編成し、黄龍慧南の法嗣・常総 （一〇二五～一〇九一） 住持 して入山させるよう命じた。この際朝廷は、下知を拒んで出奔した常総を捕らえるべく、諸郡に檄を発してこれを追わせ、進退窮まるところまで追いつめてようやく命 応じさせている
54。
　
慧遠の思想は、もともと小乗禅と深いつながりを有していた。そ
のため廬山における念仏結社のもとともなった白蓮社のありかたそのも も、禅業の解釈の範疇において認識されている
55。東林寺の
禅院化 このような文脈からすれば決して不自然なものではないが、神宗が相当に強引な手段を講じてまで東林寺の禅院化を推し進めたのには明確な理由がある。それは、元豊三年こそが慧遠の七〇〇年忌にあたると考えられていたためであ 。東林寺や廬山の念仏結社内では、慧遠の示寂七〇〇年の後、肉身の大士が廬山に現れ、根本道場たる東林寺を改革すると 讖 （予言） がささやかれ いた
56。
この讖に従い、東林寺を改革する主導者として、馬祖道一の再来の呼び名も高い常総に白羽の矢が立った である。ここで神宗 常総を東林寺住持に推薦した人物 して、時 知洪州 （現在の江西省南昌市） ・王韶 （一〇三〇～一〇八一） 存在が挙げられ 。王韶は、王安石台頭後の宮廷政争に敗れ、こ 前年まで江州に閑居 、そ際臨済宗黄龍派 僧・祖心 （一〇二五～一一〇〇） に深く帰依しいる
57。彼は東林寺の新たな住持として最初祖心を推挙しようと考
えて たが、祖心は自分 代わり 常総を推薦したのであ
58。
　
皇帝を主導とした東林寺禅宗化の動きは、この年より顕著になる
神宗の禅宗への傾倒と連動するも である。このことを示す端的な出来事が、京師最大の名刹・相国寺への禅院の設置である。こ 前年冬、四代皇帝仁宗の皇后・慈聖光献皇太后曹氏が薨去。百日忌の翌元豊三年正月、皇太后 御座所であった慶寿 にて千僧供養が執り行われた。この時 院からも僧が招聘され、参内したのが、京師における禅宗の中心地である十方浄因禅院住持・道臻 （一〇 四～
一〇九三）である
59。神宗はその場において広座を設け、道臻を
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諸僧らと問答させ、その歓声は宮殿を揺るがすほどであったという。神宗はこれを大いに喜び、道臻にあつく報奨を与えたのみならず、詔して相国寺に慧林・智海の二禅院を開くよう命じ、二院の主僧決定の権限を道臻に一任している
60。
　
神宗の禅宗に対する急速な接近は、内憂外患ともいえる当時の政
治状況とも密接に関係する。この頃宋 西夏攻略 はかばかしい結果を出しておらず、軍事面での疲弊ははなはだしいものがあった。また朝廷内での新旧両法党の争いは熾烈 を増し、国内情勢も決して穏やかではない。前年の元豊二年七月には、旧法党官僚を多数巻き込む大筆禍事件「烏台詩案」
61が
発生。皇帝を誹謗した罪で投
獄された旧法党の思想的リーダー・蘇軾 （一〇三五～一一〇一） は、曹皇太后らの取りなしによりかろうじて死一等を減じられ、翌年元旦黄州 （現在の湖北省黄州市） に謫徙、詩案に関与した二九名の官僚も罰金・流刑に処され、他の旧法党員の多くも左遷・降格の憂き目に遭っている。黄庭堅が顕職 ある北京国子監教授を逐われ吉州転任を命ぜられたのも、彼が蘇軾に与す 旧法党 人士であっためである。　
このような状況下、 「名相の弊を愍れみ」 （ 『禅林僧宝伝』 巻二六） 、
相国寺に禅林を開いた神宗は、禅宗 国家鎮護 願いを託したと見なしてよい。廬山東林寺に伝わる慧遠七〇〇年忌にまつわる讖は、在俗の禅宗居士である王韶、そして禅宗への傾倒し始めていた神宗にとって、うってつけのものであ たと考えら よう。彼らは、この讖を根拠に東林寺を禅院に改めることで、自らの信仰をより強固なも にしていったのである。
　
一方で、廬山の念仏結社にとっても、この改革は極めて重要な意
味を持つ。七〇〇年忌の讖に従うのであれば、常総は、慧遠の名代として東林寺に迎え入れられ、東林寺を改革することとなる。それは、廬山の念仏結社が、慧遠を開祖とする白蓮社へ復することをも意味している である。　
そして、東林寺が大きく変動した元豊三年の年末、李公麟によっ
て描かれたのが、 「蓮社図」である。先に挙げたように、 「蓮社図」成立の周辺には、制作者 李公麟、受託者である山隠居士の李沖元のほかに、黄庭堅 存在が想起されうる。黄庭堅は、その生地る分寧が、臨済宗の拠点であった黄龍山の近くであったこともあり若年より禅に親しみ、黄龍山主・慧南 （一〇〇二～一〇六九） 、そしてその法嗣である祖心に帰依していた
62。祖心は、東林寺改革の
立役者ともいえる王韶が帰依し、また王韶が当初東林寺改革の主導者として担ぎ出そうとした人物である。そして祖心が自らの代わりに東林寺の住持として推挙 常総は、祖心と同じく慧南より印可を得ている。つまり、黄庭堅と常総とは、その法系上、近いところに位置し のである。 して れば 東林寺は 彼の帰依する黄龍派へと改められたわけであり 彼自身 信仰に 極めて重要な意味を持つ事態として認識されたはずである。　
禅宗に対し深い理解を示す李公麟、李沖元の両者にとっても東林
寺の変革は決して看過されえぬ出来事であったこ は想像するに難くない。廬山 李公麟の新任地である南康軍のほど近くに位置しその情報は直接彼の耳目に入ったと思われる。東林寺の 院化とそれに伴う白蓮社の復興。こ ふたつの出来事を寿ぐために描 れ
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たのが、 「蓮社図」 であったと考えることができよう。
以上より、李公麟による「蓮社図」 制作には、李公麟自身の仏教
への信仰、そして「蓮社図」 の受託者である李沖元の隠逸としての姿を蓮社十八賢に仮託して賞賛するというごく個人的な動機の背景に、この年に遂行された東林寺の変革が存在すると指摘できよう。そしてこの変革を下支えするのは、慧遠の七〇〇年忌 、それにより予告された白 の復興であった。李公麟 描 たのは、七〇〇年を遡ったありし日の白蓮社、そして社に集う十八賢たち 姿である。しかし、そこに描かれた白蓮社は、失われた過去の栄光としての白蓮社では決してなく、常総による東林寺 改革によって復興される念仏結 の姿と重なるも である。 「蓮社図」は、廬山 念仏結社の過去と未来 繋ぐ媒体と て成立したのだといえよう。五．
　
おわりに―― 「蓮社図」のその後――
　「蓮社図」は、李公麟によって描かれたのち、数多くの模本が制作されていく。北宋末の人である李昭
は、 当時多くの士大夫が 「蓮
社図」を伝え、王維の「
輞
川図」と並び称されていたと述べてい
る
62。そもそも李沖元自らが述べるように、 「元中記」は、白蓮社の
故事を知らない人間が「蓮社図」を見る際に、画中 事物の理解をうながすための説明として書かれたという側面があり
63、 「蓮社図」
は、その成立当初から、多数の人間による鑑賞、およびその模写が
意図されていたと考えられよう。こうした事情を勘案すれば、李沖元は、元豊三年当時、在俗の信徒として念仏結社に加入しており、慧遠の七〇〇年忌に際して 李公麟に白蓮社に関する絵画作品の制作を依頼した可能性が極めて高い。そして、鑑賞・模写を通した「蓮社図」普及の目的は、白蓮社という存在を一般に広く認知させるためのものであり、そして白蓮社にならって形成された念仏結社においては、自ら 祖である十八賢を、視覚イメージを通して追慕し、自身の属する結社の系譜を再確認するためであったと見てよい。南宋・紹興年間（一一三一
～
一一六一）の人で、白蓮社
にならって念仏結社を作った張才甫 その詞中、 「遠公の蓮社は図画 流伝し
　
千古の声名猶お在り」
65と
、当時の結社内において
「蓮社図」が白蓮社を追慕するよすがとして広く普及し、 の「千古の声名」を伝えて ると述べている。 「蓮社図」は、結社の内外における鑑賞と模写を繰り返すことによって、慧遠が創始した白蓮社の栄光を知らしめる媒
メディア
体として機能していったのである。
　
本稿では、 「蓮社図」の制作背景について考察を行った。その結果、
「蓮社図」制作の背景には、単に李公麟個人の仏教信仰のみならず、当時の廬山の状況が密接に関連することが確認できた。今回取り上げた「蓮社図」以外にも、李公麟が制作した仏教主題の絵画品は膨大な数にのぼる。今後は李公麟による他の仏教絵画制作の意味を探ることによって、北宋末の文人絵画におけ 主題作品成立の歴史的意義 つい さらなる考察を進めていくことにしたい。
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【附録】李沖元「元中記」　
龍眠李伯時、為余作「蓮社十八賢図」 、追写当時事。按十八賢行状、沙門慧遠、初為儒、因聴道安講『般若経』 、豁
然大悟、乃与其弟慧持、倶棄儒落髮。太元中、至廬山。時沙門慧永、先居香谷。遠欲駐錫是山、一夕山神見夢、稽首留師、忽於後夜、雷電大震、平旦、地皆坦爽、材木委積。江州刺史桓伊、表奏其異、為師建寺、是為東林 因號其殿為「神運」 。時有彭城遺民劉程之・豫章雷次宗・雁門周続之・南陽宗炳・張詮・張野、凡六人、皆名重一時、棄官舍縁、来依遠師。復有沙門道
昺
・曇恒・慧睿・曇
詵
・道敬・道生・曇順、凡七人、又有梵僧仏馱跋陀羅・仏馱耶舍
二尊者、相結為社、号廬山十八賢。時陳郡謝霊運、以才自負、少所推与。及来社中、見遠師、心悦誠服 為開池種白蓮 求預浄社。遠師以其心乱、拒而不納。陶潜時棄官居栗裡 每来社中 或時才至、便攢眉回去。遠師愛之、欲留不可得。道士陸修静、居簡寂観亦常来社中、与遠相善。遠自居東林、足不越虎渓 一日送陸道士忽行過渓、相持而笑。又嘗令人沽酒 引淵明来。故詩人有「愛陶長官酔兀兀、送陸道士行遅遅。沽酒過渓倶破戒 彼何人斯師如斯」 、又云「陶令酔多招不得 謝公心乱去還来」 者、皆其事也。　
此図初為人路、与清流激湍、縈帯曲折。逾石橋、渓迴路転、石
岩一、又繚而上石岩一。二岩之間、有方石池 種白蓮花。岩之傍、有石梯、度山迤儷而去 不知所窮。当図窮処、横 長雲 蔽覆樹腰・岩頂、其高深・遠近、蓋莫得而見也 傍石池 有高崖懸泉、下瀦為潭、支流貫池、下注大渓。激石 湍浪者、虎渓也。岩
之外、遊行而来者二人。一人登嶺出半身者、宗炳也。一人躡石磴而下者、曇順也。岩中経筵会講者四人。一人踞床憑幾、揮麈而講説者、道生也。一人持羽扇、目注懸猿、而意在深聴者、雷次宗也。一人合掌坐於床下者、道敬也。一人相向而坐者、曇
詵
也。一
人執経巻、跪聴於其後。童子一、舒足搔首、有倦聴之意。蓮池之上、環石台坐而箋経校義者五 、石上列香爐・筆硯之具。一人憑石而坐者、劉程之也。
 一人手開経軸、倚石而回視者、張詮也。
 一
人正坐俯而閲経者、慧睿也。一人回坐拱手傍視而
沉
思者、慧持也。
一人持如意而指経者、慧永也。一人捧経笈 与童子持如意立其後又童子跪而司火、持鋏向爐而吹 一人俯爐而方烹 一 捧茶盤而立傍有石置茶器。又一岩中有文殊金像 環坐 下為仏事者三人。一人執爐跪而歌唄者、曇恒也。一人坐 擎拳者、道昞也。一人執捲而坐者、周続之也。臨渓偶 二 皆梵僧 袒肩持短錫者、跋陀羅也。一人挙如意拠膝 坐 耶舍也。童子 捲髮胡面、持羽扇立其後。一人露頂坦腹、仰視懸泉 坐而濯足者 張野也。童子持巾立其側。又蹲而汲者一人 橋之傍 峭壁崛起 前有僧与道士相促而笑者、遠公送陸道士過虎渓也。一人貌怪雄視、捉巾瓶而立者、捕蛇翁也。童子負杖卻立而待 一人乗籃輿 淵明之回去也。淵明有足疾、嘗以竹籃為輿、其 与門生肩之。前 若欲憩而不得、後者若甘負 忘倦 蓋門人与其子 童子負酒瓢從之一人持貝葉、騎而方來者、謝霊運也 傍一人持曲笠、 笈前騎而行。凡為人三十有八。馬一・猿一・鹿一。器用・草木 不復以数計。人物灑落、泉石秀潤 追千載於筆下、萃群賢於掌中 開図恍然、若与之接。揮麈而談 、如欲懸河吐屑、肆弁 未停。黙
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坐而聴者、如欲屏息杜意、審諦而冥冥。
沉
思者、如欲鉤深味遠、叩
玄関宅霊府、而遊乎恍忽之庭。梵唄者、如欲転喉鼓舌、而有云雷之響、与海潮之聲。行往来者、如御風而遐挙。坐臨水者、如騎鯨而将去。笑執手者 軒渠絶倒、達於衣冠。蓋其心手相忘、筆与神会、而妙出意表、故能奴隸顧陸、僮僕張呉、跨千載 独歩 非十八人者、不足以発伯時之筆。非伯時者、不足以写十八人之趣。豈非泉石膏肓煙霞錮疾、其臭相似。故形容 工 若同時而共処者也。　
伯時与余為従兄、実山林莫逆之友。為此図凡三十八日而成。余得
之、遊居寝飯其下。客来観者、或未知蓮社事、因記其後 覧者当自得之也。図成於元豊庚申十二月二十五日。越明年辛酉正月二十六日、龍眠李沖元元中記。
＊右に記載する「元中記」は、 『卍続蔵経』巻一三五冊『東林十八高賢伝』所収本を底本とし、筆者が句読点・段落を改めたものである。註１
　
 結社創立に際して劉遺民が読んだ立誓文が『出三蔵記集』 巻十五、および
『高僧伝』 巻六に収録されており、これによりこの念仏結社の詳細を知ることができる。
２
　
 李公麟の伝記は『宋史』巻四四四・張澂『画録広遺』 ・ 『宣和画譜』巻七・
鄧椿『画継』 巻三・王称『東都事略』 巻一一六・夏文彦『図絵宝鑑』 などに記載される。また李公麟の家系・事跡についての研究に関しては以下を参考。
 
　
曹樹銘「李龍眠之研究」 『大陸雑誌』 第四〇巻第七 ・ 八期合刊、一九七〇年。
 
　
岸和田勉「李公麟論再考」 『研究論文集』 一九集、一九七一年。
 
　
西野貞治「李公麟―北宋文人画の巨擘―の家系と行跡について」 『人文研究』
第二五巻第一分冊、一九七三年。
 
　
鈴木敬「李公麟」 『中国絵画史
　
上』 所収、吉川弘文館、一九八一年。
 
　
H
arrist, R
obert E., Jr., “Li K
ung-lin: A N
ote on the O
rigins of H
is Fam
ily ”, 
N
ational Palace M
useum
 Bulletin, vol.25 N
o.3, 1990.
 
　
H
arrist, Robert E., Jr., “
e H
erm
it of Lung-m
ien: A Biography of Li K
ung-
lin
”,  in R
ichard M
. Barnhart, Li Kung-lin
’s C
lassic of Filial Piety. M
etropolitan 
M
useum
 of Art, 1993.
３
　
ただし、西野貞治氏は李
秶
を公麟の弟とするのは誤りで、実際には近い親
族であったとする。また李沖元と公麟との間には血縁関係はないとも論じる。
 
　
前掲「李公麟―北宋文人画の巨擘―の家系と行跡について」
４
　
道津綾乃「白蓮社図の歴史」 『駒澤大学仏教学部論集』 第二九号、 一九九八年。
 
　
道津綾乃「宋代における蓮社図の受容について」 『印度学仏教学研究』
九三、 一九九八年。
 
　
Pan, A
n-yi,  “Li G
onglin
’s Buddhist beliefs and his Lotus Society picture: 
an iconographic diagram
 of the Bodhisattva Path
”, Ph. D
. diss., U
niversity of 
K
ansas, 1998.
 
　
Pan, An-yi, Painting Faith: Li G
onglin and N
orthern Song Buddhist C
ulture, 
Brill, 2007.
５
　
 楼鑰『攻媿集』 巻七二「跋朱叔止所蔵書画龍眠 横巻」
 
　
余得「蓮社図」 、高三尺、横二尺、筆力精勁、五彩煥発、妙絶一世、龍眠真
筆也。此為横軸、 大略相似、 時有不同元中之記云： 「去童子蹲而汲水者、 一人。 」時有二。書： 「猿一
麞
一。 」而猿亦有二、
麞
則鹿也。元中書甚工、既非其親書、
疑別為一図作記。余所蔵、童子汲水及猿皆一而
麞
則鹿也。龍眠為此図、妙意
非一、自知愛重或縦或 意 必有数、今恨未能尽見也。此巻謝康楽不為長
鬣、
補蛇翁亦欠朴意之状。必有能弁之者。
６
　『陝西通志』 巻七三には、眉寿堂西壁に「蓮社図」 が描かれていたとの記述が見られる。
７
　
胡応麟『少室山房集』巻一〇九「跋李龍眠仏祖図」には、胡応麟がかつて
巨幅の「蓮社図」 を閲したことがあるとの記述が見られる。
８
　
南京博物院本「蓮社図」は、縦九二 ・〇センチ、横五三 ・八センチ、絹本著
色の作品。本図上部には文徴明筆とされる「元中記」が付属さ 以下を
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参照。
　　
魯力「蓮社図軸」 解説、中国美術全集編輯委員会 （編） 『中国美術全集
　
絵
画編三』 所収、文物出版社、一九八八年。
 
　
張宝釵「蓮社図軸」 解説、中国古代書画鑑定組 （編） 『中国絵画全集
　
五』
所収、浙江人民出版社、一九九九年。
 
　
南京博物院本と同図様の作品はほかに、仇英筆の伝称を有する台北故宮博
物院本、そして同じく （伝） 仇英筆の王季遷旧蔵本が知られる。また、明代・万暦年間編纂の墨譜『程氏墨苑』 巻一二には南京博物院本と同図様の「東林蓮社図」 が記載される。以下を参照。
 
　『故宮書画図録
　
一四』 国立故宮博物院、一九九四年。 （台北故宮博物院本）
 
　
Little, Stephan, “
e D
em
on Q
ueller and the Art of Q
iu Ying ”, Artibus Asiae, 
Vol.46, 1985. （王季遷旧蔵本）
 
　『中国古代版画叢刊二編
　
第六輯』 上海古籍出版社、 一九九四年。 （程氏墨苑）
９
　
上海博物館本「蓮社図」 に関しては以下の文献を参照。
 
　
張雷「蓮社図巻」 解説、 中国古代書画鑑定組 （編） 『中国絵画全集
　
五』 所収、
　
浙江人民出版社、一九九九年。
 
　「蓮社図巻」 解説、上海博物館・遼寧省博物館 （編） 『世貌風情
‥ 中国古代
人物画精選集』 所収、上海古籍出版社、二〇〇八年。
 
　
大阿弥陀経寺蔵本は「廬山図 の名で当寺 伝来しており、元初の文人画
家・趙孟頫 （一二五四～一三二二） 筆の伝称を持つ。以下を参照。
 
　
山田智旭『本朝廬山旭蓮社―今と昔―』 旭蓮社・大阿弥陀経寺、 一九九一年。
 
　
本図の存在は九州大学人文学研究院教授井手誠之輔先生よりご教示いただ
いた。10　
遼寧省 「白蓮社図」 は旧伝李公麟筆で、現在は李公麟の甥・張激筆の伝
称を持つ。以下の文献を参照。
 
　
楊仁愷 （編） 『遼寧省博物館蔵画集』 所収、文 出版社、一九六二年。
 
　
張彦明「白蓮社図巻」 解説、中国美術全集編輯委員会 （編） 『中国美術全
集
  絵画編四』 所収、文物出版社、一九八八年。
 
　
楊仁愷『国宝沉浮録』 人民出版社 一 九一年。
 
　
趙暁華「遼寧省博物館『白蓮社図』 作者考」 『文物』 一九九一年七期。
 
　
趙暁華「張激白蓮社図」 解説、遼寧省博物館編委会 （編） 『遼寧省博物館蔵
書画著録』 所収、遼寧美術出版社、一九九八年。
 
　
劉建龍「白蓮社図巻」 解説、中国古代書画鑑定組 （編） 『中国絵画全集
　
五』
所収、浙江人民出版社、一九九九年。
 
　「白蓮社図巻」解説、上海博物館・遼寧省博物館 （編） 『世貌風情
‥ 中国古
代人物画精選集』 上海古籍出版社、二〇〇八年。
 
　
また近年、清初の画家・石涛 （一六四二
～
一七〇七）の作品とされる、遼
寧省博物館本と同図様の作品の存在が報告されている。11　
明代後期の江南における「蓮社図」 の流通については以下の文献を参照
‥
 
　
Tsai, H
sing-li, “C
h
’en H
ung-shou
’s Elegant G
athering: A Late-M
ing Pictorial 
M
anifesto of  Pure Land Buddhism
”, Ph.D
. diss., U
niversity of K
ansas, 1997, 
pp.108-126.
12　
蘇州片については以下 文献を参照。
 
　
Laing, Ellen Johnston, “Suzhou Pian and other D
ubious Paintings in the 
Received O
euvre of Q
iu Ying ”, Artibus Asiae, vol. 59 no.3/4, 2000.
13　
馬和之画風の展開
 
　
板倉聖哲「北礀居簡賛
　
善財童子図」 『国華』 一一八一号、一九九四年。
14　
 ③系統中の人物の混乱が明時代初期にすでに発生していたことが、元末
明初の文人・宋濂 （一三一〇
～
一三八一） 『文憲集』 巻一四の記述よりわかる。
ここでは、③系統と同図様と思しき馬和之様「匡廬社図」の跋文が掲載されるが、宋濂は、 「其一人、冠漉酒巾、被羊裘、杖策徐行而蕭散之気猶可掬者、陶元亮也」 と述べ、道を行く人物のひとりを陶潜であるとしている。15　
 Pan, op. cit., “Li G
onglin
’s Buddhist beliefs and his Lotus Society picture ”, 
pp.73. 
 
　
Pan, op. cit., Painting Faith, pp.315.
16　
道津綾乃氏は、前掲「白蓮社図の歴史」 中、 「元中記」 の以上の部分を、 『卍
続蔵経』 の読点にした い、 「当図窮処横為長」 読まれ、このために李公麟所作の「蓮社図」 を画巻であると論じられる。しかし、 この訓読であると、 「窮処」の意味が判然とせず、また作品の図様説明をしている最中、突然作品の形式に関する言及が割り込むことになってしまい、後続する部分と 意味の連結が不明瞭になってしまう。17　
 廬山における僧侶と居士の活動については以下の文献を参照。
 
　
紀志昌「両晋居士与仏教関渉之活動類型」 、紀『両晋仏教居士研究』 所収、
国立台湾大学文学院、二〇〇七年。
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嶋田さな絵「廬山における隠逸の山水
‥ 劉宋建国期の白蓮社を中心に」 『中
央大学アジア史研究』 三二、 二〇〇八年。18　
 十八羅漢については、以下の文献を参照。
 
　
秋山光和「 『虎をつれた行脚僧』 をめぐる考察
―
ペリオ将来絹絵二遺例の紹
介を中心に」 『美術研究』 二三八号 一九六六年。
 
　
戸田禎佑「元画十八羅漢図について」 『美術研究』 第二六一号、一九六九年。
 
　
山口瑞鳳「虎を伴う第十八羅漢図の来歴」 『インド古典研究』 六 八四
 
　
K
ent, R
ichard K
.,  “D
epiction of the G
uardians of the Law
: Lohan Painting 
in C
hina ”, in ed. M
arsha W
eider, Latter D
ays of the Law
: Im
ages of C
hinese 
Buddhism
, 850-1850,  Spencer M
useum
 of Art, 1994.
19　
 十六羅漢に加わる二羅漢は一定せず、大迦葉・軍徒鉢歎 二尊のほかにも、
慶友尊者・禅月大師、あるいは賓頭廬尊者・慶友尊者、また達摩多羅・布袋和尚の二尊の組み合わせも存在する。20　
戸田禎佑、前掲「元画十八羅漢図について」 。
21　
慧皎『高僧伝』 巻六「晋廬山釈慧遠」 （大正蔵五〇 ・ 三五八ｃ）
 
　
遠乃於精舍無量寿像前、建斎立誓、共期西方。乃令劉遺民著其文曰 惟歳
在攝提秋七月戊辰朔、二十八日乙未。法師釈慧遠、貞感幽奧、宿懐特発。乃延命同志、息心貞信之士百有二十三人、集於廬山之陰、般若臺精舍阿彌陀像前、率以香華、敬薦而誓焉。22　
十八賢の虚実に関する文献は以下を参照。
 
　
湯用彤「釈慧遠」 、 湯 漢魏両晋南北朝仏教史』 所収、 商務印書館、 一九三 年。
 
　
松本文三郎 東林十八賢伝の研究」 『大谷学報』 第二三巻第二号、一九四
年
　　
鎌田茂雄「念仏結社と の弟子たち」 、鎌田『中国
　
第二巻』 所収、
東京大学出版会、一九八七年。23　
陳舜兪『廬山記』 巻 「十八賢伝第五」 （大正蔵五一 ・ 一〇三九ａ）
 
　
廬山豈独水石能冠天下。由代有高 隠居以 。東林寺旧有十八賢伝。不知
何人所作。文字浅近。以事験諸前史。往往乖謬。読者陋 。使古人風跡用無知者。惜哉。予既作山記。乃因旧本参質晋宋史及高僧伝。粗加刊正。或旧所脱略。今無有可考。亦未如之何也。24　
 白居易『白氏文集』 巻二六
25　
 斉己の事跡については以下の文献を参照
 
　
陳
翀
「唐末五代における『白氏文集』の伝承
‥ 詩僧斉己の活動を中心に」
『中国文学論集』 三七、 二〇〇八年。26　
斉己『白蓮集』 巻七、 『全唐詩』 巻八四四
27　「元中記」
 
　
時陳郡謝霊運、以才自負、少所推与。及来社中、見遠師、心悦誠服、乃為
開池種白蓮、求預浄社。遠師以其心乱、拒而不納。陶潜時棄官居栗裡、毎来社中、或時才至、便攢眉回去。遠師愛之 欲留 可得。道士陸修静、居簡寂観、亦常来社中、与遠相善。遠自居東林、足不越虎渓、一日送陸道士、忽行過渓相持而笑。又嘗令人沽酒、引淵明来。故詩人有「愛陶長官酔兀兀、送 道士行遅遅。沽酒過渓倶破戒、彼何人斯師如斯」 、又云「陶令酔多招不得、謝公心乱去還来」 者、皆其事也。28　
 影堂については、五代・南唐の人で、廬山国学に学んだ李中 （？～
九二〇
～九七四～？） の詩中にも記述が見られる
‥
 
　「題廬山東
マ
寺マ
遠大師影堂」 （ 『碧雲集』 巻上、 『全唐詩』 巻七四七）
 
　
遠公遺跡在東林、往事名存動苦吟。杉檜已依 塔老、煙霞空鎖影堂深。入
簾軽吹催香印、落石幽泉雑磐音。十八賢人消息断 蓮池千載月沈沈。29　
十八学士図については以下の文献を参照
 
　
板倉聖哲「 『樹下遊宴図屏風』 （ダラス美術館蔵）の祖型をめぐる諸問題
―
東洋絵画における遊宴の図像に関する序説―」 『美術史論叢』 一〇、 一九九四年。
 
　
佐藤豊三「描かれた茶の湯―館蔵「琴棋書画図」 四幅対をもとにして―」 『金
鯱叢書』 第二三輯、一九九六年。
 
　
張孟珠『 「十八学士図」 源流図像研究』 国立台湾師範大学美術研究所碩士論
文、一九九八年。30　
張孟珠、前掲 。
31　
張彦遠『歴代名画記』 巻五 顧愷之」
32　『秘蔵詮』 挿絵に関しては以下の文献を参照。
 
　
江上綏・小林宏光『南禅寺所蔵「秘蔵詮 の木版画』 山川出版社、一九九
年。
 
　
また、板倉聖哲氏は、本作の画風を、唐代の古様な空間構成を有する山水
人物画の系譜を継ぐものであると見なされている。
 
　
板倉聖哲「東寺旧蔵『山水屏風』 が示す『唐』 の位相 、板倉 （編） 『講座日
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二
　
形態の伝承』 所収、東京大学出版会、二〇〇五年。
33　「十詠図」 および耆老会図については以下の文献を参照。
 
　
周篤文「芸苑奇珍
　『十詠図』
―略論『張先十詠図』 的文献和芸術価値」 『文
学遺産』 一九九六年四期。
 
　
洪再新「 『十詠図』及其対宋元呉興文化圏的影響」 『故宮博物院院刊』
二〇〇三年一期。
 
　
板倉聖哲「
睢
陽五老図像の成立と展開
―
北宋時代知識人の絵画表象」 『美
術史論叢』 二一、 二〇〇八年。34　「山荘図」 の模本は現在、北京故宮博物院、台北故宮博物院、ヴィラ・イ・タッティ美術館、 出光美術館などに所蔵される。ロバート・ハリスト氏は、 「山荘図」原本の成立時期を、一〇八〇年代末
～
一〇九〇年代初頭と見なされて
いる。
 
　
H
arrist, R
obert E. Jr.,  “A Scholar ’s Landscape: Shan-chuang t’u by Li K
ung-
lin ＂
, Ph.D
. diss., Princeton U
niversity, 1988.
 
　
H
arrist, R
obert E. Jr., Painting and Private Life in Eleventh-century C
hina: 
M
ountain Villa by Li G
ong-lin, Princeton U
niversity Press, 1998.
35　
虎渓三笑の成立と展開については以下の文献を参照。
 
　
N
elson, Susan E.,  “T
he Bridge at T
iger Brook: Tao Q
ian and the T
hree 
Teachings in C
hinese Art ”, M
onum
enta Serica, Vol.L, 2002.
 
　
Pan, An-yi , “T
he Form
ation and Ideology of the T
hree Laughers Story and 
its Later D
erivative: 
e Tw
o Laughers ”, in ed. Judith G
. Sm
ith, Tradition and 
Transform
ation: Studies in C
hinese Art in H
onor of C
hu-Tsing Li, Spencer M
useum
 
of Art, 2005. 
36　
慧遠の三教一致の思想については以下の文献を参照。
 
　
佐藤成順「中国における三教一致・諸宗融合の思想
―
その基盤と形成
―」
『中国仏教思想史の研究』 所収、山喜房仏林書林、一九八五年。37　『全唐詩』 巻一七四38　『宣和画譜』 巻六「邱文播」39　 蘇軾『蘇軾文集』 巻二一「石恪三笑図賛」
 
　
彼三士者、得意忘言。廬胡一笑、其楽也天。嗟此小童、麋鹿狙猿。爾各何知、
亦復粲然。万生紛綸、何鄙何妍。各笑其笑、未知孰賢。
 
　
蘇軾『蘇軾佚文彙編』 巻五
 
　
近於士人家、見石恪画此図。三人皆大笑、至於冠服衣履手足、皆有笑態。
其後三小童、罔測所謂、亦復大笑。40　『廬山記』 巻二 （大正蔵五一 ・ 一〇二八ａ）
 
　
昔遠師送客過此、虎輒号鳴、故名焉。時陶元亮居栗里山南、陸脩静亦有道
之士。遠師嘗送此二人 与語道合 不覚過之、因相与大笑。今世伝「三笑図」 、蓋起於此。41　『廬山記』 巻一 （大正蔵五一 ・ 一〇三○ｂ）42　陸游『入蜀記』 巻四
43　
Pan, op. cit. , “Li G
onglin
’s Buddhist beliefs and his Lotus Society picture ”, 
pp.15~58. Pan, op. cit., Painting Faith, pp.26~46.
44　
黄庭堅『豫章黄先生文集 一四「写真自賛六首」によれば、黄庭堅は元
豊年間に盛唐の文人・王維 （六九九～七五九）の肖像画の制作を李公麟に依頼し、その時がお互いの初対面であったと述べている。後述 通り、元豊三年にはふたりは連れだって旅をしており、このことからすれば、ふたりの親交は元豊元年もしくは二年より開始されたと考えられる。45　
黄
?
『山谷年譜』 巻一一「元豊三年上」
 
　
先生是歳入京、改官、授知吉州大和県。 （中略） 是秋、自汴京帰江南。
46　
鄧忠臣『同文館唱和集』には李公麟の詩が収められており、その題記より
元豊二年の作とわかる。47　
王象之『輿地紀勝』 巻四六「黄庭堅詩」
 
　
諸山何処是龍眠、旧日龍眠今不眠。問道已随雲物去、不応只雨一方田。
 
　
黄庭堅と李公麟が元豊三年 山に赴いたことに関しては以下の文献を参
照
‥
 
　
H
arrist, op. cit . “
e H
erm
it of Lung-m
ien
”, pp.39.
48　『山谷年譜』 巻一一「元豊三年上」
 
　
十月。游山谷寺。
49　
史容『山谷外集詩注』 巻八「書石牛渓旁大石上」 注
 
　
同安志云、石牛洞在三祖山 谷寺 西北。其石状、若伏牛、因以為名。初
李伯時画魯直坐石牛上、因此号山谷道人。題詩石上、所謂青牛駕我山谷路也。50　『山谷年譜』 巻一一「元豊三年上」
 
　
十二月。過南康、還郷
51　
 元豊四年に黄庭堅が李沖元に詩を寄せたことは、 『山谷年譜』巻一三「元
（41）
蓮社図の成立とその周辺
78
豊四年下」 条を参照。詩の内容は以下の通り
‥
 
　「招隠寄李元中」 （ 『山谷外集』 巻一二）
 
　
吾聞李元中、学為古人青出藍。眉目之如太華、一段翠気連終南。
 我欲従之
路阻長、 朱顔日夜驚波往。蒼梧玉琯生蛛網、 老翁忘味傾心賞。眼前記一不識十、谷中白駒
閟
音響。灊山南臥青牛、万壑松声不得遊。願君為阿閣之紫鳳、莫作
江湖之白鴎。
 
　「龍眠操三章贈李元中」 （ 『豫章黄先生文集』 巻一）
 
　
吾其行乎、道渺渺兮驂弱、石岩岩兮川横。日月兮在上、風吹雨兮昼冥。吾
其止乎、曲者如幾、直者如矢。我為直兮棘余趾、我為曲兮不如其已。吾耕石田兮為芝、乃三歳兮報我飢。嗣茲穡兮則以稼、従子於耜兮龍眠之下。
 
　
螳臂美兮当車蟹螯強兮鬥虎。我観兮上下四方、或錫予兮以大武。
 金石兮水
波、松柏 雨霜。有時女 不春、我欲筮兮同床。筮告予以不好、予与居兮甚斌。秦人同炙兮徒欺予、予和羹兮衆吐之 南山霧 楚氛、其在茲兮鬥日月。揚湯兮救喝、従子休 龍眠之樾。
 
　
朝百牢兮九飯、藜羹不糝兮共盤而笑。狐白裘兮豹袪、縕袍無裡兮亦見春。
予何喜 安楽此、曰有嘉人兮遺 履。発十襲兮示予、与予武兮合度。使羿兮隅立、使離朱兮詔之。若人 無鵠 離朱茫然兮羿
韔
弓。牧牛兮於鼻、牧羊兮
不歧。有若人 可与帰 因子問塗 龍眠之蹊。52　『宋史』 巻三四四「李常」
 
　
少読書廬山白石僧舎、既擢第、留所抄書九千巻。
53　
序の内容より、この序が記されたのは熙寧八年 （一〇七五）以降であるこ
とがわかる。54　
念常『仏祖歴代通載』 巻一九 （大正蔵四九 ・ 六七四ａ～ｂ）
 
　
元豊三年。詔革江州東林律居為禅、観文殿学士王公韶出南昌、欲延宝覚心
公、心挙総自代。総知、宵道去千余里、檄諸郡期必得之。得於新淦殊山窮谷中、遂応命。55　
慧遠および浄土教と禅との関係については、以下の文献を参照
‥  
 
安藤俊雄「廬山慧遠の禅思想」 、木村英一 （編） 『慧遠研究
　
研究編』 所収、創
文社、一九六〇年
 
　
中山正晃「 浄土教と禅思想」 『龍谷史壇』 九三 ・ 九四、 一 八九年。
 
　
大窪康充「廬山慧遠の禅観」 『印度学仏教学研究』 四二 一） 、 九九三
 
　
C
happell, D
avid W
., “From
 D
ispute to D
ual C
ultivation: Pure Land Response 
to C
h
’an C
ritics ”, in ed. Peter N
. G
regory, Tradition of M
editation in C
hinese 
Buddhism
, U
niversity of H
aw
aii Press, 1987.
56　
志磐『仏祖統紀』 巻四五 （大正蔵四九 ・ 四一五ｂ）
 
　
詔革江州東林律院為禅席、命常総禅師居之。寺人相謂曰
‥ 「遠公讖記： 『吾
滅七百年、当有肉身大士、革居道場。 』 今総公実応之矣。 」
 
　
念常『仏祖歴代通載』 巻一九 （大正蔵四九 ・ 六七四ｂ）
 
　
其徒相謂曰
‥ 「遠公嘗有記曰
‥ 『吾滅七百年後、有肉身大士、革吾道場。 』 今
符其語矣。 」57　
王韶と黄龍派との関わりについては、以下の文献を参照。
 
　
阿部肇一「 竜 の発展と居士」 、阿部『増訂
　
中国禅宗史の研究』所収、
研文出版、一九八六年58　
前掲註四九『仏祖歴代通載』 巻一九参照。
59　
志磐『仏祖統紀』 巻四五 （大正蔵四 ・ 四一五ｂ）
 
　（元豊） 三年正月。勅大内設千僧斎、施袈裟金剛経、為慈聖太后追福。
 
　
仏国惟白『建中靖国続灯録』巻第八「東京十方浄因禅院浄照 師」 （続蔵
一三七冊・一三〇頁）
 
　
元豊三年春。慈聖光献皇后上仙、百日建斎于慶寿殿、会千法師。是日神宗
皇帝賜坐、宣問
‥ 「長老将何追薦太皇」 。師対曰
‥ 「臣僧得面天顔」 。
60　
覚範慧洪「浄因臻禅師」 （ 『禅林僧宝伝』 巻二六、続蔵一三七冊・五四三頁）
 
　
慈聖上仙。神宗詔至慶寿宮、賜対甚喜、詔設広座、恣人問答左右上下、得
未曽有懽声動宮殿、 賜与甚厚。神宗悼仏法之微、 愍名相之弊、 始即相国為慧林・智海二刹、其命主僧、必自臻択之宿老、皆従風而靡。
 
念常『仏祖歴代通載』 巻 九 （大正蔵四九 ・ 六七八ｃ）
 
　
元豊三年。詔於大相国寺剏二禅、闢恵林於東序、建智海於西廡。
 
　
慧林・智海は二年後の元豊五年に落成。勅命により 常総が智海の開山に
迎えられている。覚岸『釈氏稽古略』 巻四 （大正蔵四九 ・ 八七四ｃ） 参照。61　
烏台詩案について 以下の文献を参照。
 
　
内山精也「 『東坡烏台詩案』 流伝考
―
北宋末
～
南宋初の士大夫における蘇軾
文芸作品蒐集熱をめぐって
―」 『横浜市立大学論叢
　
人文科学系列』 四十七巻
三号、一九九五年。
 
　
近藤一成「東坡の犯罪
―『烏台詩案』 の基礎的考察
―」 『東方学会五十周年
記念
　
東方学論集』 所収、東方学会、一九九七年。
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内山精也「東坡烏台詩案考
　
北宋後期士大夫社会における文学とメディア
（上・下） 」 『橄欖』 七 ・ 九、 一九九八 ・ 二〇〇〇年。62　
黄庭堅と禅との関係については以下の文献を参照。
 
　
中田勇次郎「黄庭堅の参禅と墨蹟」 、中田『黄庭堅
　
研究編』 所収、二玄社、
一九九四年。
 
　
長谷川昌弘「黄庭堅の芸術と禅」 、鈴木哲雄 （編） 『宋代禅宗の社会的影響』
所収、山喜房佛書林、二〇〇二年。63　
李昭
『楽静集』 巻九「跋孟仲寧画蓮社図」
 
　
舒城李伯時作「蓮社図」 。士大夫伝以為佳玩、可与輞川並馳。
64　「元中記」
 
　
客来観者、或未知蓮社事、因記其後、覧者当自得之也。
65　
洪邁『夷堅三志』 己七「善謔詩詞」
【付記】　
本稿をなすにあたっては、多くの方々のご指導をたまわった。成城大学教授
相澤正彦先生、清水眞澄先生、東京大学東洋文化研究所準教授板倉聖哲先生からは、論文執筆にあたり終始温かいご指導、ご教示をいただいた。九州大学教授井手誠之輔先生からは、日本所在の「蓮社図」に関する貴重な情報を提供していただいた。そして台湾大学芸術史研究所陳葆真教授、および宋代山水画研究ゼミの諸先輩がたからは、多くの示唆に富む助言をいただいた。末筆ながらこの場を借りて感謝の気持ちをささげたいと思 ます。
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図 1　（伝）南宋　蓮社図　南京博物院
図 2　（伝）南宋　蓮社図巻（部分）　上海博物館
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図 3　（伝）北宋　張激　白蓮社図巻（部分）　遼寧省博物館
図 5　高麗　御製秘蔵詮挿絵（部分）　南禅寺
図 4　（伝）北宋　張激　白蓮社図巻（部分）
　　　遼寧省博物館
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図 6　（伝）北宋　張先　十詠図（部分）　北京故宮博物院
図 7　（伝）北宋　李公麟　山荘図（部分）　台北故宮博物院
図 8　（伝）南宋　蓮社図（部分）　南京博物院

（47）
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Li Gonglin’s Lotus Society Picture and its Contexts
Den TANAKA
Li Gonglin 李公麟 (1049-1106), one of the most eminent literati painters of the Northern Song 
Dynasty, painted the Lotus Society Picture (Lianshe tu 蓮社圖 ), which depicted the Buddhist activities of 
the Eighteen Worthies of the Lotus Society (Lianshe shiba xian 蓮社十八賢 ), and presented it to his cousin 
Li Chongyuan 李沖元 in late 1080. This paper analyzes the motives of Li Gonglin in executing this work by 
examining its cultural and religious context. 
The Eighteen Worthies were prominent Buddhist monks and laymen, whose leader was Huiyuan 
慧遠 (334-416), a patriarch of Donglin Monastery (Donglin si 東林寺 ) on Mount Lu (Lu shan 廬山 ). 
Documents and poetry about Mount Lu show that the legend of the Eighteen Worthies was established by 
the middle of the Tang dynasty, and their images were painted in a hall in Donglin Monastery by the 10th 
century. Other artists had depicted the Eighteen Worthies as well as other motifs found in the Lotus Society 
Picture previous to Li Gonglin’s time; therefore we may assume that when painting the Lotus Society Picture, 
Li Gonglin referred to those prior representations. 
Careful examination of the occurrences in 1080 when Li Gonglin painted the Lotus Society Picture 
reveals that the year was significant for both Li Gonglin and Donglin Monastery. Firstly, I examine the 
friendship between Li Gonglin and Huang Tingjian 黃庭堅 (1045-1105) during that year. In the autumn 
of 1080, Li Gonglin traveled to south China with Huang Tingjian to take up a government position in 
Nankangjun 南康軍 , located at the foot of Mount Lu. Because Huang Tingjian was familiar with anecdotes 
about Mount Lu, there is a strong possibility that Huang Tingjian helped Li Gonglin execute the Lotus 
Society Picture. 
Secondly, I focus on the drastic reform in Donglin Monastery. In 1080, Donglin Monastery was 
converted to the Huanglong lineage of Linji School (Linji zong Huanglong pai 臨濟宗黃龍派 ) by the order 
of Emperor Shenzong 神宗 (r. 1067-1085). The purpose of the conversion was to fulfill the prophecy of 
Huiyuan that Donglin Monastery would be reformed and the Lotus Society would be revived on the 700th 
anniversary of his death. Because both Li Gonglin and Li Chongyuan were learned in Chan Buddhism, and 
moreover, because Huang Tingjian embraced the Huanglong lineage of Linji School from his youth, the 
conversion of Donglin Monastery must have been celebratory for them. In conclusion, Li Gonglin executed 
Lotus Society Picture in order to celebrate the conversion of Donglin Monastery and the revival of the Lotus 
Society. 
